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　実働波形のもとでの疲労寿命推定のための波形カウン
ト法として提案されているレインフロー法について，硬
銅トロリ線への適用可能性を実験的に検証した。レイ
ンフロー法において平均引張応力の影響を加味するには，
さまざまな平均引張応力における疲労寿命特性が必要に
なる。そこで，異なる平均引張応力における疲労寿命特
性を，疲労過程の（最大応力×応力振幅）1/2の尺度で統
一的に整理することで，他の平均引張応力の場合を推定
する可能性を改めて疲労試験で検証したところ，同指標
が≦225MPa以下の範囲で整理可能と考えられた。レ
インフロー法検証のための疲労試験は6試番を行ったと
ころ，疲労試験における寿命はレインフロー法による推
定寿命より概ね長く，推定は安全側と考えられた。推定
寿命に対する試験結果の比が小さい試番があったが，く
り返し負荷過程における圧縮応力の有無の影響が考えら
れた。
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